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古家のぞみ 

出 身：千葉県市川市 

趣 味：編み物 

着任日：令和５年４月（２年目） 

 

 

活動内容：「解説指導員の会」と田平地区の活性化 

①たびら昆虫自然園解説指導員の会での活動 

②地域資源を活用したイベントなどの企画・実施 

③田平町の情報発信（SNS） 
 

園の解説案内等 
 
肌寒い日も増えて、ハチの個体が減少し冬の昆虫も現れ始めています。県内外

から虫好きの親子連れや紅葉狩りが目的の方や学校団体が多く来園され、自然に
ついて楽しく学んでいただけるように解説案内を実施しました。 
９月に引き続き学校団体の予約が多く入り、今月も解説指導員の方と協力して

園の解説案内を中心に活動しました。10 月の一般案内は 28 回、131 名、団体を
８件、約 153 名対応しました。 

 
10 月の中旬から、昆虫園テラスのモミジ周辺に昆虫の大き

なフンが落ちるようになりました。左の写真はオオミズアオ
というガの幼虫のフンです。 
皆さんは昆虫のフンに対してどのようなイメージをお持ち

ですか？実は多くの情報が含まれており、フンの形でどのよ
うな生き物の仲間なのか見分けることが出来ます。特徴的な
ものとしては、ぼこぼこしたフンは一部のガ、長い四角のフ
ンはカブトムシなどの幼虫、細長いフンはバッタやトンボ、

という見分け方があります。 
 
昆虫ではないのですが、カタツムリの仲間は野菜の色素を分解することが出来

ないので、与えた野菜の色がそのままフンの色になります。ニンジンを食べると
オレンジ色、ホウレンソウを食べると緑色…など、手軽に観察をすることが出来
ます。生き物観察の題材にいかがでしょうか。 
 
 

また、今月も A3 両面の解説指導員会報「虫ぶえ」の編集・発行・送付を行い
ました。現在指導員の会は 22 名の方が活動しています。そのうちガイドをして
いるのは、私を含めて 10 名です。ガイドをされていない方に向けて、解説案内
を実施する際の参考になるよう、園内で新しく見られた生き物の紹介をしました。
今月新しく見られた生き物はオオミズアオの幼虫など５種類、引き続き見られる
生き物はイシガケチョウなどの 12 種類を紹介しました。 

 
10 月は園内に保管している標本の手入れに力を入れました。昆虫園館内には

標本が数多くあり、年に１回防虫剤の交換やカビ取りの作業を行います。寄贈さ
れた標本の中には、現在では捕獲が厳しく制限されている種類もあります。 
手入れを行う事で綺麗な標本の状態を維持し、図鑑でしか見たことのない昆虫や、
翅（はね）が光を反射するモルフォチョウなどをご覧になって、感動される来園
者の方も多くいらっしゃいます。再度来園された方の中には、「またこの標本を
見たかった」と喜んでくださる方もおります。初めてのお客様でもリピーターの
方でも喜んでいただけるよう、標本の管理を徹底し、綺麗な状態で展示できるよ
う引き続き手入れは丁寧にやっていきたいと思います。今後も来園者の学びや興
味に繋がり、何度も来園していただけることに繋げたいと考えています。 

10 月に防虫剤を交換した標本箱は 291 箱、そのうちカビ取り作業は 37 箱行い
ました。また、来園者に公開している標本箱の裏面にカビが発生していたため、
70 箱作業を行いました。 

まち協等での活動 
９日(水)第４回子ども育成部会に出席し、各事業の進捗状況及び予定の確認を

行いました。子どもと親、そして家族との絆を深めるイベント「親子でわくわく
バスツアー」では、最近開業した長崎スタジアムシティに行先が決定しました。
新しい施設や設備に触れ意欲・関心を引き出すことで、子ども達の今後の活動の
刺激になればと思います。 

園内で新しく見られた生き物 
 
＜サツマニシキ＞ 

 ガの仲間は夜に活動することが多いで
すが、このサツマニシキは、日中に活動し
ています。胸部から悪臭のある体液を出
して鳥などから身を守ることが出来ま
す。皮膚がかぶれることもあるため、捕ま
える際は注意が必要です。たびら昆虫自

然園では、運が良ければ６月と 10 月に観察すること
が出来ます。 
 

今後のイベント 
11 月 23 日（土）に予定しています田平中央公民

館主催の公民館講座では、講師として小学生を対象
に「落ち葉でクリスマスオーナメントづくり」を実施
します。興味のある方の参加をお待ちしております。
（右） 


